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専攻医登録システムの登録



研修プログラム

• 総合修練機関（基幹施設）

–兵庫医大放射線科（総-119）：全部門

• 修練機関

–宝塚市立病院（修-548）：画像診断、IVR、核医学

–明和病院（修-549）：画像診断、IVR

–明和キャンサーCL（修-710）：核医学、治療

• 特殊修練機関

現在、連携機関を増やす手続きをしています。
昨年度、兵庫県はシーリングがかかっていません。
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医局の活動

• 教授回診：木8:00〜

• 医局会：月18時〜
– 医局会の議事録、勤務表の伝達にLINEを利用

• 業務改善委員会：第4週、月、医局会終了後

• AI（人工知能）画像勉強会：適宜

• Authorship meeting（ASM）：第1週、月、医局会
終了後

• Research meeting：第2週、月、医局会終了後

• 若手医師、研修医勉強会：随時



指導体制

• 画像診断・核医学診断、IVR、放射線治療

• 放射線診断医、放射線治療専門医、IVR専門
医、核医学PET専門医が指導医となって指導
にあたります。



専門医
• 日本医学放射線学会 放射線科専門医

– 1名

• 日本医学放射線学会 放射線診断専門医
– 16名

• 日本医学放射線学会 放射線治療専門医
– 3名

• 日本ＩＶＲ学会 IVR専門医
– 7名

• 日本核医学会 核医学専門医
– 3名

• 日本核医学会 PET核医学認定医
– 2名

• 検診マンモグラフィー読影認定医
– 4名



日常の勤務体制
• 勤務表（各診療科とのカンファレンス）

• 各領域（画像診断、IVR、放射線治療、核医学・PET）を網
羅

• 興味がある分野は重点的に配置

• 基礎研究も活発
– 国内から留学（昨年度1名：島根大、今年度1名：北海道大）

– 海外から留学（来年度1名：中国）

– 他大学から研究（週1回2名：神戸大、奈良医大）



在宅勤務制度（遠隔画像診断）

兵庫医大では、非常勤ではなく、「常勤医」として自宅で読影ができる！！
全国的にみても先進的な試み。他科にはできない放射線科ならではの制度



在宅勤務制度（遠隔画像診断）

2018年4月〜（現在3名）
• 男女共同参画：女性医師支援
• 自宅読影が可能
• 電子カルテと読影システムを自宅に設置
• 出産、育児と仕事の両立が可能
• 大学出勤時の時短プログラム
• キャリアが途切れることがない



当直について

• 最初は副直。

• 当直帯の画像診断、緊急ＩＶＲ、病棟管理など。

• 当直業務を見直しており、当直業務の負担は
減ってきています。



病棟業務について

• 現在、放射線科病床は5床

• 担当医として、主にIVR患者を受け持つ

• 内科的なスキルの習得



生活面におけるサポート

• 慣れてきたところで半日単位で2回程度、関
連病院に応援

• 基本的には常勤医のいる病院

• 夜間当直、原則として外来診療などはなし



医局主催の若手医師、研修医、学生向け
各種講演会、勉強会



関連・派遣病院はたくさんあります



休暇について

（今年度のルール）

• 上半期（4-9月）、下半期（10-3月）

–各々1週間ずつ

– 1日単位で各2回

• 特殊な事情は個別に相談



人生設計に応じた様々な選択肢

• 勤務医

–大学（医局）：研究、診療、教育→学位取得

–一般病院（関連病院）

• 開業医

–親の跡継ぎ、新規開業（内科）

• 他科に転向

–内科、泌尿器科、産婦人科、小児科など



まとめ

• 放射線科は比較的自由度の高い診療科

• 特に女性には遠隔画像診断（自宅読影）など他
科にはない魅力

• 高いレベルの診療スキル、研究（臨床、基礎）
能力が習得できる

• 指導体制が充実し、安定

• 生活面でもサポート



明るい医局で一緒に楽しく仕事をしましょう！
お待ちしています！


